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 棒状金ナノ粒子である金ナノロッドは、その形状異方性に基づく二色性を示し、短軸に共鳴する
プラズモンモードは 520 nm 付近の可視域に、長軸に共鳴するプラズモンモードは近赤外域に現れ
る。特に長軸由来のモードは、アスペクト比によって共鳴波長を制御可能であり、生体透過性のあ
る近赤外光を利用したセンシングデバイスや、光電変換、光熱変換等の各種エネルギー変換デバイ
スへの応用が期待されている。しかし、金ナノロッドは耐熱性が低く、そのままでは光や熱によっ
て、より熱力学的に安定な球状ナノ粒子へと容易に変形するため、このユニークな特性が失われて
しまう。そこで我々は、薄層酸化チタンで被覆することにより、この問題を克服することに成功し
たため紹介する 1,2。 
 金ナノロッドは、コロイド溶液から静電吸着法で基板に固定し、薄層ゾルゲル法によって膜厚~ 
5 nm の酸化チタンを被覆することで、金ナノロッドがほぼ完全に球状へと変形してしまう 300 oC
で加熱した後も、ロッドの形状が維持できることを明らかにした(図 1)。被覆した酸化チタンは十
分に薄いため、被覆後も周囲媒体の屈折率変化の検出が可能であり、過酷な環境で使用できるセン
シングデバイスとしての応用が期待できる。また、被覆した酸化チタンは光触媒活性を示すことも
確認しており、基板表面に固定した有機物の除去が容易であるため、繰り返しの利用も可能である。
プラズモン誘起電荷分離(PICS)3 を利用したカソード型光電極や光電変換セル 4 等への展開も期待さ
れる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 薄層酸化チタン被覆の有無による、加熱前後の金ナノロッドの AFM 像(a) 
および AFM 像から算出した金ナノロッドのアスペクト比の分布(b) 
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